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具
体
案
の
発
表
は
何
も
な
く

を
２
億
レ
ア
ル
（
現
在
な

ら
４
億
５
千
万
レ
ア
ル
相

当
）
も
上
回
る
過
払
い
が
行

わ
れ
て
い
る
。
検
察
は
、
当

時
同
州
知
事
だ
っ
た
ヴ
ァ

ギ
ネ
ル
氏
が
、
そ
の
内
の

８
２
０
０
万
レ
ア
ル
を
賄
賂

と
し
て
受
け
取
っ
た
と
見
て

い
る
。

　

こ
れ
ら
の
額
は
、
報
奨
付

証
言
で
明
ら
か
に
な
っ
た
も

の
だ
。
連
邦
警
察
の
ル
シ
ア

ナ
・
マ
ツ
チ
ー
ノ
捜
査
官
に

よ
る
と
、連
警
は
既
に
、ヴ
ァ

ギ
ネ
ル
氏
へ
の
賄
賂
の
経
路

や
受
取
の
証
拠
も
掴
ん
で
い

る
と
い
う
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
オ
デ
ブ

レ
ヒ
ト
か
ら
ヴ
ァ
ギ
ネ
ル
氏

へ
の
賄
賂
は
、
仲
介
人
の
手

で
同
氏
の
母
親
の
自
宅
に
届

け
ら
れ
て
お
り
、
大
半
は
現

金
で
支
払
わ
れ
た
と
い
う
。

　

ま
た
、
そ
の
賄
賂
を
受
け

取
る
前
後
に
仲
介
者
と
ヴ
ァ

ギ
ネ
ル
氏
の
広
報
が
携
帯
電

話
で
や
り
と
り
し
た
会
話
の

内
容
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
ヴ
ァ
ギ
ネ
ル
氏

　
【
既
報
関
連
】
連
邦
政
府
に
よ
る
リ
オ
州
治
安
部
門
へ
の
直
接
統
治
令
（
Ｉ
Ｆ
）

に
よ
り
、
リ
オ
州
政
へ
の
連
邦
執
政
官
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
ワ
ル
テ
ル
・
ブ
ラ
ガ

陸
軍
大
将
が
２
７
日
午
前
に
会
見
を
行
い
、
Ｉ
Ｆ
の
実
行
方
針
を
発
表
し
た
と
、

同
日
付
伯
字
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

会
見
後
に
リ
オ
州
と
隣
接
す

る
３
州
の
保
安
局
長
と
会
合

を
持
つ
と
だ
け
発
表
さ
れ

た
。

ジ
ュ
ン
グ
マ
ン
国
防
相

新
設
の
治
安
相
に
就
任

　

同
日
は
、
ラ
ウ
ル
・
ジ
ュ

ン
グ
マ
ン
前
国
防
相
の
治
安

相
就
任
式
も
行
わ
れ
た
。

　

治
安
省
は
、
こ
れ
ま
で
法

務
省
の
管
轄
下
だ
っ
た
、
全

国
刑
務
所
管
理
局
（
Ｄ
ｅ
ｐ

ｅ
ｎ
）、
連
邦
警
察
、
連
邦

国
道
警
察
、
国
家
治
安
部
隊

（
Ｆ
Ｎ
）
を
束
ね
る
。
同
省

は
期
間
限
定
の
特
別
省
で
、

州
や
市
と
の
連
携
を
密
に
し

な
が
ら
、
全
国
の
治
安
強
化

を
目
指
す
。

　

ジ
ュ
ン
グ
マ
ン
新
治
安
相

は
就
任
演
説
で
、「
国
民
生

活
を
脅
か
す
犯
罪
組
織
が
、

刑
務
所
内
か
ら
も
刑
務
所
外

の
犯
罪
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し

続
け
て
い
る
。
刑
務
所
は
犯

罪
者
の
オ
フ
ィ
ス
と
化
し

た
。
こ
れ
を
変
え
る
必
要
が

　

２
６
日
、
２
月
に
入
っ
て

さ
っ
ぱ
り
だ
っ
た
大
聖
市
圏

内
に
こ
の
夏
最
大
量
の
雨
が

降
っ
た
。
前
日
ま
で
の
降
水

量
が
４
８
・
６
ミ
リ
だ
っ
た

カ
ン
タ
レ
イ
ラ
水
系
に
も
、

こ
の
日
だ
け
で
４
６
・
３
ミ

リ
の
大
雨
が
降
り
、
月
間
降

水
量
１
０
０
ミ
リ
超
え
に
も

あ
る
。
連
邦
政
府
は
、
州
や

市
の
壁
を
越
え
た
犯
罪
抑
制

活
動
を
行
う
必
要
が
あ
る
」

と
語
っ
た
。

　

ジ
ュ
ン
グ
マ
ン
氏
の
治
安

相
就
任
に
伴
っ
て
、
空
席
と

な
っ
た
国
防
相
は
当
面
、
陸

軍
の
ジ
ョ
ア
キ
ン
・
シ
ウ

ヴ
ァ
・
エ
・
ル
ー
ラ
大
将
が

代
行
す
る
。

初
公
式
会
見
で
方
向
性
説
明

宅
の
家
宅
捜
索
で
は
、
賄
賂

代
わ
り
に
受
け
取
っ
た
と
思

わ
れ
る
高
級
時
計
が
１
５
個

も
見
つ
か
っ
た
と
い
う
。

　

連
警
は
、
ヴ
ァ
ギ
ネ
ル
氏

と
、
バ
イ
ア
州
政
府
の
局
長

だ
っ
た
ブ
ル
ー
ノ
・
ダ
ウ
ス

テ
ル
氏
、
企
業
家
の
カ
ル
ロ

ス
・
ダ
ウ
ト
ロ
氏
の
３
人
を
、

こ
の
贈
収
賄
工
作
に
ま
つ
わ

る
罪
状
で
告
発
し
た
。
ダ
ウ

ス
テ
ル
、
ダ
ウ
ト
ロ
の
両
者

は
共
に
Ｏ
Ａ
Ｓ
社
の
元
社
員

で
も
あ
っ
た
。

　

ヴ
ァ
ギ
ネ
ル
氏
は
バ
イ
ア

州
知
事
を
つ
と
め
た
後
、
ジ

ウ
マ
政
権
で
国
防
相
や
官
房

長
官
を
歴
任
。
１
０
月
の
大

統
領
選
で
も
、
ル
ー
ラ
氏
が

聖
州
グ
ア
ル
ジ
ャ
ー
の
高
級

三
層
住
宅
を
巡
る
収
賄
と
資

金
洗
浄
疑
惑
に
よ
り
出
馬
失

格
と
な
っ
た
際
に
、
代
理
出

馬
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て

い
た
。
今
回
の
捜
査
と
告
発

に
よ
り
、
Ｐ
Ｔ
内
の
大
統
領

選
候
補
選
び
は
一
段
と
困
難

に
な
っ
て
き
た
。

１
４
年
の
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
で

使
っ
た
同
州
サ
ル
バ
ド
ー
ル

の
フ
ォ
ン
テ
・
ノ
ヴ
ァ
・
ス

タ
ジ
ア
ム
の
解
体
と
新
築
工

事
の
際
に
行
わ
れ
た
と
さ
れ

る
贈
収
賄
工
作
に
関
す
る
捜

査
だ
。

　

Ｌ
Ｊ
作
戦
に
お
け
る
建
築

大
手
の
Ｏ
Ａ
Ｓ
や
オ
デ
ブ
レ

ヒ
ト
の
報
奨
付
証
言
に
よ
れ

ば
、
同
ス
タ
ジ
ア
ム
の
解
体

と
建
設
で
は
、
２
０
０
９
年

の
時
点
で
、
本
来
の
契
約
金

　

労
働
者
党
（
Ｐ
Ｔ
）
が

１
０
月
の
大
統
領
選
で
ル
ー

ラ
元
大
統
領
が
出
馬
で
き
な

い
場
合
の
有
力
候
補
と
考
え

て
い
る
ジ
ャ
ッ
ケ
ス
・
ヴ
ァ

ギ
ネ
ル
氏
を
、
連
邦
警
察
が

２
６
日
に
８
２
０
０
万
レ
ア

ル
の
収
賄
疑
惑
で
告
発
し
、

捜
査
を
行
っ
た
。
２
６
日
付

伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

連
邦
警
察
は
２
６
日
に
ラ

ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ
ト
（
Ｌ
Ｊ
）

作
戦
付
属
の
カ
ル
ト
ン
・

ヴ
ェ
ル
メ
ー
リ
ョ
（
レ
ッ
ド

カ
ー
ド
）作
戦
を
敢
行
し
た
。

こ
れ
は
バ
イ
ア
州
政
府
が

ヴ
ァ
ギ
ネ
ル
氏
に
巨
額
収
賄
疑
惑

バ
イ
ア
州
の
ス
タ
ジ
ア
ム
建
築
で

　

ブ
ラ
ガ
執
政
官
は
、「
指

揮
系
統
を
一
元
化
し
、
犯
罪

組
織
に
関
す
る
諜
報
活
動
を

迅
速
化
さ
せ
る
。
俊
敏
性
が

何
よ
り
も
大
事
。
リ
オ
州
は

伯
国
の
実
験
室
的
存
在
だ
。

だ
が
、
リ
オ
州
で
行
わ
れ
た

こ
と
が
伯
国
全
土
に
適
用
さ

れ
る
か
ど
う
か
は
私
の
責
任

で
は
な
い
」
と
語
り
、
Ｉ
Ｆ

の
目
的
を
「
リ
オ
州
の
治
安

へ
の
信
用
を
取
り
戻
す
事
」

と
定
義
し
た
。

　

執
政
官
は
続
け
て
、「
我
々

の
任
務
は
保
安
当
局
の
実
効

性
を
取
り
戻
し
、
リ
オ
州
の

犯
罪
発
生
率
を
下
げ
る
事
。

警
察
機
構
の
威
信
回
復
や
、

諜
報
機
関
の
予
算
増
額
、
監

督
局
の
強
化
と
い
っ
た
、
こ

れ
ま
で
の
保
安
機
関
の
良
い

と
こ
ろ
は
残
す
こ
と
が
大

切
」
と
も
語
っ
た
。

　

ブ
ラ
ガ
執
政
官
は
１
４
年

か
ら
１
５
年
に
か
け
て
行
わ

れ
た
、
リ
オ
市
北
部
マ
レ
ー

地
区
の
フ
ァ
ヴ
ェ
ー
ラ
（
ス

ラ
ム
街
）
平
定
作
戦
に
従
軍

し
た
経
験
を
持
つ
。
だ
が
、

同
州
大
都
市
圏
で
は
当
面
、

ス
ラ
ム
を
武
力
で
制
圧
し
た

上
で
の
常
駐
作
戦
を
含
め

た
、
恒
常
的
な
活
動
を
行
う

計
画
は
な
い
と
明
言
し
た
。

　

会
見
に
は
Ｉ
Ｆ
実
行
室
長

の
マ
ウ
ロ
・
シ
ノ
ッ
ト
氏
、

Ｉ
Ｆ
導
入
後
に
退
任
し
た
ロ

ベ
ル
ト
・
サ
ー
前
同
州
保
安

局
長
に
替
わ
っ
て
同
職
に
就

任
し
た
リ
シ
ャ
ル
ジ
・
ヌ
ー

ネ
ス
氏
（
共
に
陸
軍
大
将
）

も
同
席
し
た
が
、
具
体
的
な

活
動
案
や
予
算
は
明
ら
か
に

さ
れ
ず
、
ブ
ラ
ガ
執
政
官
は

官房長官時代のヴァギネル氏
（Valter Campanato/Agência Brasil）

ブラガ・ネット陸軍大将
（Arquivo/Marcelo Camargo/Agência Brasil）

望
み
が
出
て
き
た
。
た
だ
、

降
り
過
ぎ
も
い
さ
さ
か
問
題

で
、
聖
市
で
は
各
地
で
冠
水

が
相
次
ぎ
、
西
部
リ
オ
・
ペ

ケ
ー
ノ
で
は
車
が
雨
水
に
浮

か
ぶ
光
景
が
見
ら
れ
、
東
部

ヴ
ィ
ラ
・
マ
チ
ウ
デ
で
は
９

歳
の
少
年
が
水
に
流
さ
れ
、

行
方
不
明
に
な
る
と
い
う
惨

事
ま
で
起
き
て
い
る
。
予
報

だ
と
、
３
月
上
旬
は
連
日
の

よ
う
に
雨
と
の
こ
と
。
貯
水

ダ
ム
水
系
の
水
位
は
潤
っ
て

欲
し
い
が
、
で
き
る
だ
け
水

害
が
な
い
よ
う
に
降
っ
て
い

た
だ
き
た
い
も
の
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

２
５
日
、
聖
州
イ
ビ
ウ
ー

ナ
の
バ
ー
で
、
逆
上
し
た

３
５
歳
の
男
性
が
、
６
０
歳

の
店
の
主
人
に
発
砲
し
て
死

亡
さ
せ
た
上
、
ほ
か
３
人
に

重
軽
傷
を
負
わ
せ
る
事
件
が

起
き
た
。
こ
の
男
性
は
、
店

の
中
で
や
っ
て
い
た
ビ
ン

ゴ
・
ゲ
ー
ム
で
、自
分
の
カ
ー

ド
に
問
題
が
あ
る
と
主
人
に

抗
議
し
た
だ
け
で
な
く
、
逆

上
し
て
発
砲
し
、
殺
害
し
て

し
ま
っ
た
。
だ
が
、
こ
の
男

性
客
の
取
り
乱
し
よ
う
に
店

内
の
他
の
客
が
激
怒
。
男
性

は
リ
ン
チ
に
あ
っ
た
。
こ
の

ゲ
ー
ム
は
景
品
が
も
ら
え
る

も
の
だ
っ
た
と
い
う
が
、
た

か
が
ビ
ン
ゴ
で
殺
人
ま
で
起

こ
し
て
し
ま
う
と
は
。

　
　
　
　
　

◎

　

２
５
日
、
大
聖
市
圏
オ
ザ

ス
コ
で
、
１
８
歳
の
青
年
が

父
親
の
車
を
勝
手
に
拝
借
し

た
上
、
飲
酒
運
転
を
行
い
、

か
な
り
の
ス
ピ
ー
ド
で
乱

暴
な
運
転
を
行
っ
た
挙
句
、

５
０
歳
の
男
性
を
１
人
轢
き

殺
し
、
最
後
に
車
も
大
破
さ

せ
た
。
事
故
当
時
、
車
に
は

青
年
の
ほ
か
４
人
が
同
乗

し
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
も
は
め

て
い
な
か
っ
た
と
い
う
。
若

気
の
至
り
だ
ろ
う
が
、
高
い

代
償
が
つ
い
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
れ
は
、
イ
ン
フ
レ

調
整
後
で
昨
年
１
月
比

１
０
・１
２
％
の
伸
び
だ
。

　

連
邦
税
に
占
め
る
割
合
が

大
き
い
、
社
会
統
合
基
金
と

社
会
保
険
融
資
納
付
金
（
Ｐ

Ｉ
Ｓ
／
Ｃ
ｏ
ｆ
ｉ
ｎ
ｓ
）
は

２
８
２
億
レ
で
、
昨
年
比

１
２
・７
７
％
増
だ
っ
た
。

　

国
税
庁
の
税
金
・
税
関
研

究
セ
ン
タ
ー
所
長
の
ク
ラ
ウ

デ
ミ
ー
ル・マ
ラ
キ
ア
ス
氏
は
、

「
Ｐ
Ｉ
Ｓ
／
Ｃ
ｏ
ｆ
ｉ
ｎ
ｓ

の
税
収
は
消
費
活
動
に
直
結

し
て
い
る
。
国
民
の
消
費
活

動
が
活
発
に
な
る
と
、
税
収

も
上
が
る
」
と
語
っ
た
。
昨

年
行
わ
れ
た
、
燃
料
に
か
か

る
Ｐ
Ｉ
Ｓ
／
Ｃ
ｏ
ｆ
ｉ
ｎ
ｓ

の
税
率
ア
ッ
プ
も
税
収
増
に

貢
献
し
た
。

　

今
週
、
地
理
統
計
院
（
Ｉ

Ｂ
Ｇ
Ｅ
）
が
発
表
す
る
、

１
７
年
の
国
内
総
生
産
（
Ｇ

Ｄ
Ｐ
）
成
長
率
は
プ
ラ
ス

１
％
と
な
る
事
が
濃
厚
で
、

景
気
回
復
を
実
感
し
て
い
る

国
民
も
増
え
て
き
た
。
今
年

の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
３
％
成
長
と
の

予
測
も
出
て
お
り
、
そ
れ
が

税
収
に
も
現
れ
て
い
る
。

　

輸
入
品
に
か
か
る
税
金
も

大
き
く
上
昇
し
た
。
こ
れ
は

産
業
界
が
生
産
活
動
の
た
め

の
資
材
や
機
械
な
ど
の
輸
入

を
増
や
し
て
い
る
証
拠
だ
。

ま
た
、
社
会
保
障
費
の
収
入

も
昨
年
比
で
５
・
５
８
％
上

昇
し
た
。

　

１
月
は
８
０
億
レ
の
臨
時

収
入
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
滞

納
税
回
収
計
画
（
Ｒ
ｅ
ｆ
ｉ

ｓ
）
に
よ
る
各
企
業
か
ら
の

支
払
い
だ
。
こ
の
金
額
の
半

分
は
、
利
子
の
９
割
と
罰
金

の
７
割
免
除
と
い
う
特
権
を

利
用
し
、
延
滞
税
を
一
括
払

い
し
た
も
の
だ
。

　
【
既
報
関
連
】「
聖
州
水
道

会
社
（
Ｓ
ａ
ｂ
ｅ
ｓ
ｐ
）
の

職
員
が
、
黄
熱
病
防
止
の
為

に
調
査
に
来
た
と
い
い
、
民

家
に
入
る
事
を
求
め
て
い
る
」

と
い
う
噂
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
広
ま
っ
て
い
る
が
、
そ

れ
は
事
実
で
は
な
い
と
Ｓ
ａ

ｂ
ｅ
ｓ
ｐ
が
否
定
し
て
い
る

と
、
２
６
日
付
Ｇ
１
サ
イ
ト

が
報
じ
た
。

　

ネ
ッ
ト
上
に
は
男
性
の
声

で
、
自
分
の
姉
妹
の
家
に
Ｓ

ａ
ｂ
ｅ
ｓ
ｐ
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
を
着
た
人
物
が
現
れ
、「
水

周
り
が
汚
染
さ
れ
て
い
な
い

か
調
査
す
る
」
と
言
っ
た
と

明
か
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｓ
ａ
ｂ
ｅ
ｓ
ｐ
は
、
職
員

が
民
家
を
訪
問
す
る
の
は
住

民
か
ら
要
請
が
あ
っ
た
と
き

だ
け
と
の
声
明
を
出
し
、
黄

熱
病
な
ど
を
口
実
に
し
た
詐

欺
へ
の
警
告
を
発
し
た
。

　

ま
た
、
Ｓ
ａ
ｂ
ｅ
ｓ
ｐ
と

そ
の
委
託
会
社
Ｇ
ｅ
ｒ
ｅ
ｎ

ｔ
ｅ
ｃ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
書

か
れ
た
手
紙
が
来
て
、
住
居

訪
問
を
求
め
て
い
る
と
の
噂

も
広
ま
っ
て
い
る
が
、
Ｓ
ａ

ｂ
ｅ
ｓ
ｐ
は
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク

や
手
紙
は
本
物
だ
が
、
貯
水

タ
ン
ク
や
蛇
口
の
検
査
の
立

ち
入
り
検
査
な
ど
は
行
っ
て

い
な
い
と
し
た
。

　

Ｓ
ａ
ｂ
ｅ
ｓ
ｐ
は
、
デ
ン

グ
熱
や
黄
熱
病
の
ウ
ィ
ル
ス

を
持
つ
蚊
を
発
見
す
る
た
め

の
立
ち
入
り
検
査
も
や
っ
て

お
ら
ず
、
動
物
の
死
骸
が
給

水
シ
ス
テ
ム
に
入
り
込
み
、

水
を
汚
染
す
る
可
能
性
が
あ

る
か
ら
、
水
質
検
査
を
さ
せ

て
欲
し
い
と
い
っ
た
話
も
全
て

嘘
だ
と
し
た
。

　

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
員

が
来
た
場
合
は
、
水
道
料
金

徴
収
票
に
次
回
の
検
針
日
が

記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ

の
人
物
が
本
物
の
Ｓ
ａ
ｂ
ｅ

ｓ
ｐ
職
員
か
否
か
を
確
か
め

る
事
が
出
来
る
。

　

連
邦
検
察
庁
の
ラ
ケ
ル
・

ド
ッ
ジ
長
官
が
、
Ｊ
＆
Ｆ
グ

ル
ー
プ
一
族
の
ウ
ェ
ズ
レ
イ
・

バ
チ
ス
タ
氏
の
報
奨
付
証
言

（
デ
ラ
ソ
ン
・
プ
レ
ミ
ア
ー

ダ
）
に
伴
う
恩
恵
取
り
消
し

を
決
め
た
と
、
最
高
裁
に
報

告
し
た
。
２
７
日
付
伯
字
紙

が
報
じ
て
い
る
。

　

ウ
ェ
ズ
レ
イ
氏
は
、
昨
年

５
月
に
Ｊ
Ｂ
Ｓ
シ
ョ
ッ
ク
を

巻
き
起
こ
し
た
デ
ラ
ソ
ン
の

主
の
ジ
ョ
エ
ズ
レ
イ
・
バ
チ
ス

タ
氏
の
双
子
の
弟
だ
。
今
回

Ｊ ＆ Ｆ

の
恩
恵
取
り
消
し
は
、
同
氏

と
Ｊ
＆
Ｆ
元
理
事
の
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
・
デ
・
ア
シ
ス
・
エ
・

シ
ウ
ヴ
ァ
氏
の
２
人
が
対
象

と
な
る
。

　

ド
ッ
ジ
長
官
に
よ
る
と
、

そ
の
理
由
は
、
検
察
庁
の
現

役
検
察
員
だ
っ
た
マ
ル
セ
ロ
・

ミ
レ
ー
ル
氏
が
違
法
な
形
で

関
わ
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
を
、

デ
ラ
ソ
ン
で
隠
し
て
い
た
た
め

だ
と
い
う
。

　

昨
年
９
月
に
兄
の
ジ
ョ
エ

ズ
レ
イ
氏
と
同
社
元
理
事
の

ル
ー
ラ
代
理
出
馬
候
補
も
窮
地
に

検
査
を
求
め
る
偽
水
道
職
員
出
没

昨
年
比
で
１
０
％
超
の
伸
び

景
気
回
復
が
追
い
風
に
？

ウ
ェ
ズ
レ
イ
の
デ
ラ
ソ
ン
破
談
に

「
疑
惑
の
検
察
員
」
の
問
題
で

「
一
切
事
実
な
し
」と
Ｓ
ａ
ｂ
ｅ
ｓ
ｐ

１月税収

（２）２０１８年 第４９４５号 ２月 ２８日 （水曜日）

ブラガ執政官「俊敏性が大切」リオ
直接統治

Ｐ Ｔ

　

国
税
庁
は
２
６
日
、
今
年

１
月
の
連
邦
税
の
税
収
が
、

２
０
１
４
年
以
来
最
高
の

１
５
５
６
億
レ
ア
ル
だ
っ
た

と
発
表
し
た
。
２
７
日
付
伯

字
各
紙
が
報
じ
た
。

　

Ｓ
ａ
ｂ
ｅ
ｓ
ｐ
に
よ
る

と
、
Ｇ
ｅ
ｒ
ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
ｃ
は

大
聖
市
圏
内
の
い
く
つ
か
の

市
で
の
サ
ー
ビ
ス
を
委
託
す

る
た
め
に
契
約
し
た
会
社
だ

が
、
Ｇ
ｅ
ｒ
ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
ｃ
の

名
前
で
民
家
の
貯
水
タ
ン
ク

や
蛇
口
の
検
分
を
す
る
事
も

有
り
得
な
い
と
し
た
。

　

Ｓ
ａ
ｂ
ｅ
ｓ
ｐ
に
関
す
る

情
報
は
、
２
４
時
間
無
料
対

応
の
１
９
５
番
か
、
０
８
０

０
・
０
１
１
・
９
９
１
１
番

（
大
聖
市
圏
か
、
ブ
ラ
ガ

ン
サ
・
パ
ウ
リ
ス
タ
市
都
市

圏
）、
０
８
０
０
―
０
５
５

―
０
１
９
５
番
（
聖
州
内
陸

部
か
、
沿
岸
部
）
に
電
話
し

て
確
認
す
る
事
が
出
来
る
。

リ
カ
ル
ド
・
サ
ウ
ジ
氏
が
逮

捕
さ
れ
た
際
も
、
ミ
レ
ー
ル

氏
と
の
疑
惑
の
関
係
を
理
由

に
、前
長
官
の
ロ
ド
リ
ゴ・
ジ
ャ

ノ
ー
氏
が
デ
ラ
ソ
ン
を
無
効

に
し
て
い
る
。

　

な
お
、
ジ
ョ
エ
ズ
レ
イ
氏
の

と
き
と
同
様
、
デ
ラ
ソ
ン
に

使
っ
た
証
拠
な
ど
は
、
引
き

続
き
参
考
資
料
と
な
る
。
最

高
裁
の
エ
ジ
ソ
ン
・
フ
ァ
キ
ン

判
事
が
恩
恵
取
り
消
し
を
認

め
た
場
合
、
ウ
ェ
ズ
レ
イ
氏

ら
は
公
務
員
へ
の
贈
賄
や
虚

偽
の
供
述
に
よ
る
不
当
な
恩

恵
享
受
な
ど
の
罪
に
も
問
わ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
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あ
ろ
う
人ひ

と

も
今い

ま

で
は
―
と
思お

も

わ
せ
る
《
ウ
ト
ウ
ト
と
昔

む
か
し

酒し
ゅ

豪ご
う

も
忘ぼ

う

年ね
ん

会か
い

》（
浜は

ま

田だ

一い
っ

穴け
つ

）、

《
会か

い

館か
ん

に
響ひ

び

く
杵き

ね

音お
と

年と
し

納お
さ

め
》

（
宇う

都つ
の

宮み
や

好よ
し

子こ

）
の
作さ

く

者し
ゃ

は

パ
ウ
マ
ス
在ざ

い

住じ
ゅ
う。
ト
カ
ン
チ

ン
ス
州し

ゅ
う

で
も
年ね

ん

末ま
つ

の
餅も

ち

つ
き

の
習

し
ゅ
う

慣か
ん

が
し
っ
か
り
と
根ね

付づ

い
て
い
る
こ
と
が
伺う

か
が

わ
れ
る
。

松ま
つ

尾お

芭ば

蕉し
ょ
うの
代だ

い

表ひ
ょ
う

作さ
く

「
奥お

く

の

細ほ
そ

道み
ち

」
の
発は

つ

音お
ん

を
連れ

ん

想そ
う

さ
せ

　

堀ほ
り

井い

巌い
わ
お

外が
い

務む

大だ
い

臣じ
ん

政せ
い

務む

官か
ん

（
参さ

ん

議ぎ

院い
ん

議ぎ

員い
ん

、
自じ

民み
ん

党と
う

、
５
２
、
奈な

良ら

県け
ん

）
が
２
４
日か

、
ジ
ャ
パ
ン・ハ
ウ
ス
（
Ｊ
Ｈ
）

に
お
け
る
戦せ

ん

略り
ゃ
く

的て
き

対た
い

外が
い

発は
っ

信し
ん

の
強

き
ょ
う

化か

の
た
め
初は

つ

来ら
い

伯は
く

し
た
。
同ど

う

政せ
い

務む

官か
ん

は
Ｊ
Ｈ
、
イ
ビ
ラ
プ
エ
ラ
公こ

う

園え
ん

内な
い

の
慰い

霊れ
い

碑ひ

、

日に

本ほ
ん

館か
ん

を
訪ほ

う

問も
ん

。移い

民み
ん

史し

料り
ょ
う

館か
ん

も
訪お

と
ずれ
、ブ
ラ
ジ
ル
奈な

良ら

県け
ん

人じ
ん

会か
い

を
含ふ

く

む
日に

っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

代だ
い

表ひ
ょ
うら
と
懇こ

ん

親し
ん

夕ゆ
う

食し
ょ
く

会か
い

を
行

お
こ
な
っ
た
。

日に

本ほ
ん

館か
ん

で
は
本ほ

ん

紙し

取し
ゅ

材ざ
い

に
応お

う

じ
、
Ｊ
Ｈ
の
戦せ

ん

略り
ゃ
く

的て
き

対た
い

外が
い

発は
っ

信し
ん

の
展て

ん

望ぼ
う

を
語か

た
っ
た
。

る
出で

だ
し
《
ホ
句く

の
道み

ち

奥お
く

深ぶ
か

く
し
て
か
ず
ま
の
忌き

》（
吉よ

し

田だ

し
の
ぶ
）
も
興

き
ょ
う

味み

深ぶ
か

い
。《
国く

に

訛な
ま

り
聞き

き
に
ゆ
き
た
る
忘ぼ

う

年ね
ん

会か
い

》（
馬ば

場ば

園ぞ
の

か
ね
）
も
多お

お

く

の
県け

ん

人じ
ん

会か
い

員い
ん

の
気き

持も

ち
を
代だ

い

弁べ
ん

す
る
よ
う
な
心

こ
こ
ろ

温あ
た
たま
る
作さ

く

品ひ
ん

。
　
　
　
　
　

◎

　

２
２
日に

ち

付づ
け

ポ
語ご

ニ
ュ
ー
ス

サ
イ
ト
に
よ
る
と
、
伯は

っ

国こ
く

の

　

堀ほ
り

井い

政せ
い

務む

官か
ん

は
２
３
日に

ち

に

日に

本ほ
ん

を
発た

ち
、
同ど

う

日じ
つ

に
ロ
ン

ド
ン
に
到と

う

着ち
ゃ
く。
今こ

年と
し

中じ
ゅ
うの
オ

ー
プ
ン
を
目め

指ざ

し
て
突と

っ

貫か
ん

工こ
う

事じ

中ち
ゅ
うの
同ど

う

地ち

Ｊ
Ｈ
を
視し

察さ
つ

し

た
。
な
お
米べ

い

国こ
く

ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
の
Ｊ
Ｈ
は
昨さ

く

年ね
ん

末ま
つ

か
ら
一い

ち

部ぶ

、
今こ

年と
し

８
月が

つ

頃ご
ろ

に
全ぜ

ん

面め
ん

開か
い

館か
ん

を
予よ

定て
い

し
て
い
る
。

　

当と
う

地ち

の
Ｊ
Ｈ
が
昨さ

く

年ね
ん

５

月が
つ

の
開か

い

館か
ん

か
ら
こ
の
１
月が

つ

ま

で
の
９
カ
月げ

つ

間か
ん

で
来ら

い

館か
ん

者し
ゃ

数す
う

６
５
万ま

ん

人に
ん

を
記き

録ろ
く

し
た
こ

と
に
触ふ

れ
、
堀ほ

り

井い

政せ
い

務む

官か
ん

は

「
予よ

測そ
く

よ
り
は
る
か
に
多お

お

く

て
嬉う

れ

し
い
限か

ぎ

り
。
Ｊ
Ｈ
サ
ン

パ
ウ
ロ
は
世せ

界か
い

で
最さ

い

初し
ょ

に
開か

い

館か
ん

し
、
日に

本ほ
ん

政せ
い

府ふ

か
ら
の
期き

待た
い

も
高た

か

い
。
他ほ

か

２
館か

ん

は
Ｊ
Ｈ

サ
ン
パ
ウ
ロ
に
追お

い
つ
き
追お

い
越こ

せ
で
頑が

ん

張ば

っ
て
欲ほ

し
い
」
と

笑え

顔が
お

を
見み

せ
た
。

　

先せ
ん

月げ
つ

同ど
う

館か
ん

で
日に

っ

伯ぱ
く

有ゆ
う

識し
き

者し
ゃ

に
よ
る
政せ

い

策さ
く

論ろ
ん

議ぎ

『
日に

本ほ
ん

と

東ひ
が
しア
ジ
ア
の
安あ

ん

全ぜ
ん

保ほ

障し
ょ
う　

伯は
っ

国こ
く

に
と
っ
て
重

じ
ゅ
う

要よ
う

で
あ
る

か
？
』
と
い
う
テ
ー
マ
の
講こ

う

演え
ん

が
行お

こ
な
わ
れ
た
経け

い

緯い

に
つ
い

て
、「
日に

本ほ
ん

と
伯は

っ

国こ
く

は
遠と

お

い
よ

う
で
近ち

か

い
国く

に

。
伯は

っ

国こ
く

の
人ひ

と

に

ア
ジ
ア
地ち

域い
き

に
つ
い
て
知し

っ
て

欲ほ

し
い
と
い
う
意い

向こ
う

も
あ
り
、

同ど
う

地ち

域い
き

の
安あ

ん

全ぜ
ん

保ほ

障し
ょ
うの
話わ

題だ
い

を
扱

あ
つ
か

っ
た
」
と
説せ

つ

明め
い

し
、
同ど

う

様よ
う

の
情

じ
ょ
う

報ほ
う

発は
っ

信し
ん

事じ

業ぎ
ょ
うが
今こ

ん

後ご

も
続つ

づ

く
こ
と
に
強つ

よ

い
期き

待た
い

感か
ん

を
伺う

か
がわ
せ
た
。

　

奈な

良ら

県け
ん

橿か
し

原は
ら

市し

出し
ゅ
っ

身し
ん

の

堀ほ
り

井い

政せ
い

務む

官か
ん

は
、「
奈な

良ら

県け
ん

と
伯は

っ

国こ
く

の
関か

ん

係け
い

も
深ふ

か

ま
る
と

嬉う
れ

し
い
」
と
語か

た

り
、
再さ

い

度ど

の

訪ほ
う

伯は
く

を
約や

く

束そ
く

し
た
。
同ど

う

県け
ん

は
「
日に

本ほ
ん

の
始は

じ

ま
り
の
地ち

で

あ
り
、
多お

お

く
の
外が

い

国こ
く

人じ
ん

旅り
ょ

行こ
う

　

国こ
く

際さ
い

協き
ょ
う

力り
ょ
く

機き

構こ
う

（
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
）
の
短た

ん

期き

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

青せ
い

年ね
ん

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一い

っ

環か
ん

と

し
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
剣け

ん

道ど
う

の
発は

っ

展て
ん

に
資し

す
る
こ
と
を
目も

く

的て
き

に
、
全ぜ

ん

伯ぱ
く

各か
く

地ち

で
指し

導ど
う

・
交こ

う

流り
ゅ
うを
行お

こ
な

う
た
め
、
筑つ

く

波ば

大だ
い

及お
よ

び
獨ど

っ

協き
ょ
う

大だ
い

の
学が

く

生せ
い

剣け
ん

士し

６
人に

ん

が
、
２
０
日か

に
来ら

い

伯は
く

し
た
。

　

一い
っ

行こ
う

は
約や

く

１
カ
月げ

つ

の
間あ

い
だ

、

聖せ
い

市し

の
文ぶ

ん

協き
ょ
うや
三み

重え

県け
ん

人じ
ん

会か
い

館か
ん

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
、
ス
ザ
ノ
市し

、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
連れ

ん

邦ぽ
う

直ち
ょ
っ

轄か
つ

区く

、

パ
ラ
ナ
州し

ゅ
う

ロ
ン
ド
リ
ー
ナ
、

サ
ン
タ
・
カ
タ
リ
ー
ナ
州し

ゅ
う

ク

リ
チ
バ
ー
ノ
ス
市し

な
ど
各か

く

地ち

を
巡め

ぐ

り
、
指し

導ど
う

を
行お

こ
な

う
。

　

こ
れ
は
、
今こ

年と
し

９
月が

つ

に
韓か

ん

国こ
く

で
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
『
第だ

い

１
７

回か
い

剣け
ん

道ど
う

世せ

界か
い

大た
い

会か
い

』
に
向む

け

て
、
ブ
ラ
ジ
ル
剣け

ん

道ど
う

の
水す

い

準
じ
ゅ
ん

向こ
う

上じ
ょ
うを
図は

か

る
こ
と
を
目も

く

的て
き

と

し
た
も
の
。
試し

合あ
い

前ま
え

の
８
月が

つ

に
も
、
第だ

い

２
次じ

短た
ん

期き

派は

遣け
ん

団だ
ん

者し
ゃ

が
日に

本ほ
ん

の
原げ

ん

点て
ん

を
知し

り
に

来く

る
。
埴は

に

輪わ

や
五ご

重
じ
ゅ
う
の

塔と
う

な

ど
日に

本ほ
ん

独ど
く

特と
く

の
美び

の
感か

ん

覚か
く

も

奈な

良ら

県け
ん

が
発は

っ

祥し
ょ
う。
ぜ
ひ
伯は

っ

国こ
く

人じ
ん

、
奈な

良ら

県け
ん

人じ
ん

子し

孫そ
ん

に
も
来き

て
欲ほ

し
い
」
と
呼よ

び
か
け
た
。

　

伯は
っ

国こ
く

の
印い

ん

象し
ょ
うを
尋た

ず

ね
る
と
、

が
送お

く

ら
れ
る
予よ

定て
い

だ
。

　

当と
う

地ち

に
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
剣け

ん

道ど
う

連れ
ん

盟め
い

の
加か

盟め
い

道ど
う

場じ
ょ
うが
全ぜ

ん

伯ぱ
く

に
５
０
あ
り
、
加か

盟め
い

者し
ゃ

は
約や

く

９
０
０
人に

ん

に
上の

ぼ

る
。
世せ

界か
い

大た
い

会か
い

で
も
２
、３
位い

を
争あ

ら
そ

う
強

き
ょ
う

豪ご
う

国こ
く

で
は
あ
る
が
、
剣け

ん

道ど
う

人じ
ん

口こ
う

は
推す

い

定て
い

３
千せ

ん

人に
ん

近ち
か

く
に
及お

よ

び
、
地ち

方ほ
う

で
は
指し

導ど
う

方ほ
う

法ほ
う

に

バ
ラ
つ
き
が
あ
る
と
い
う
現げ

ん

状じ
ょ
うも
あ
る
と
い
う
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
剣け

ん

道ど
う

連れ
ん

盟め
い

の
蛯え

び

案
あん

内
ない

のため来
らい

社
しゃ

した一
いっ

行
こう

　

モ
ジ
文ぶ

ん

協き
ょ
う

が
主し

ゅ

催さ
い

す

る
『
第だ

い

３
３
回か

い

モ
ジ
秋あ

き

祭ま
つ

り
』
が
、
４
月が

つ

７
、
８
、

１
４
、１
５
の
４
日か

間か
ん

、
モ

ジ
文ぶ

ん

協き
ょ
うス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

（A
v. Ja

p
a

o
, 5

9
1

9
, 

P
orteira P

reta

）
で
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
。
今こ

ん

回か
い

の
テ
ー
マ
は

「
お
も
て
な
し
」。

　

開か
い

場じ
ょ
うは
全ぜ

ん

日じ
つ

午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

か
ら
と
な
り
、
土ど

曜よ
う

は
午ご

後ご

１
０
時じ

、
日に

ち

曜よ
う

は
同ど

う

８
時じ

ま

で
。

　

会か
い

場じ
ょ
う

内な
い

で
は
農の

う

産さ
ん

展て
ん

や
品ひ

ん

評ぴ
ょ
う

会か
い

、
即そ

く

売ば
い

会か
い

も
行お

こ
な

わ
れ
、

バ
ザ
リ
ス
タ
の
出

し
ゅ
っ

店て
ん

も
。
ス

テ
ー
ジ
で
は
歌か

謡よ
う

シ
ョ
ー
や
和わ

太だ
い

鼓こ

、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
も
行

お
こ
な

わ
れ
る
。
ま
た
、
ミ
ス
秋あ

き

祭ま
つ

り
コ
ン
テ
ス
ト
や
、
生い

け
花ば

な

、

茶さ

道ど
う

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行

お
こ
な

わ
れ
る
。

　

初し
ょ

日に
ち

は
午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

に
慰い

霊れ
い

祭さ
い

、
正

し
ょ
う

午ご

に
開か

い

会か
い

式し
き

。
同ど

う

日じ
つ

夕ゆ
う

方が
た

に
は
灯と

う

籠ろ
う

流な
が

し
も
行お

こ

な
わ
れ
る
。
灯と

う

篭ろ
う

を
流な

が

す
場ば

所し
ょ

は
木も

く

製せ
い

の
デ
ッ
キ
を
つ
く
る

な
ど
整せ

い

備び

さ
れ
、
今い

ま

ま
で
よ

り
安あ

ん

全ぜ
ん

に
楽た

の

し
め
る
。

　

案あ
ん

内な
い

の
た
め
来ら

い

社し
ゃ

し
た
松ま

つ

本も
と

茂し
げ
る

文ぶ
ん

化か

部ぶ

理り

事じ

、
幸ゆ

き

村む
ら

ペ

ド
ロ
市し

議ぎ

は
「
来ら

い

年ね
ん

に
入

に
ゅ
う

植
し
ょ
く

１
０
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
迎む

か

え
る
モ
ジ

市し

に
も
う
一い

ち

度ど

来き

て
も
ら
う

た
め
、
皆み

な

さ
ん
を
お
も
て
な

し
し
た
い
。
シ
ョ
ー
や
料

り
ょ
う

理り

、

買か

い
物も

の

な
ど
一い

ち

日に
ち

楽た
の

し
め
る
の

で
、
是ぜ

非ひ

来き

て
欲ほ

し
い
」
と

来ら
い

場じ
ょ
うを
呼よ

び
か
け
た
。

　

問と
い

合あ
わ

せ
は
、モ
ジ
文ぶ

ん

協き
ょ
う（
１

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

史し

料
り
ょ
う

館か
ん

は
、
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

及お
よ

び
創そ

う

立り
つ

４
０

周し
ゅ
う

年ね
ん

特と
く

別べ
つ

展て
ん

『
子こ

供ど
も

移い

民み
ん

の

生せ
い

活か
つ

』
を
３
月が

つ

３
日か

か
ら
、

文ぶ
ん

協き
ょ
う

ビ
ル
内な

い

の
同ど

う

館か
ん

９
階か

い

（R
u

a Sao Joaq
u

im
, 

3
8

1

）
で
開か

い

催さ
い

す
る
。

　

こ
れ
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
移い

民み
ん

で
歴れ

き

史し

学が
く

者し
ゃ

の
ロ
ー
ネ
イ
・

シ
ー
ト
リ
ノ
ウ
ィ
ッ
チ
氏し

と

妻つ
ま

の
モ
ニ
カ
氏し

が
、
史し

料り
ょ
う

館か
ん

の
写し

ゃ

真し
ん

史し

料り
ょ
うを
基も

と

に
制せ

い

作さ
く

し

た
『
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

の
子こ

供ど
も

の
生せ

い

活か
つ

』
と
題だ

い

し
た
書し

ょ

籍せ
き

の
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

に
伴

と
も
な

っ
て
、企き

画か
く

さ
れ
た
も
の
。

初し
ょ

日に
ち

３
日か

の
午ご

後ご

２
時じ

か
ら

５
時じ

に
は
、
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

会か
い

が
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
。
一い

っ

冊さ
つ

２
０
レ
。

　

展て
ん

示じ

会か
い

で
は
、
子こ

供ど
も

移い

民み
ん

の
日に

ち

常じ
ょ
う

生せ
い

活か
つ

の
な
か
で
使つ

か

わ

れ
た
昔む

か
し

の
玩が

ん

具ぐ

、
勉べ

ん

強き
ょ
うに
使し

用よ
う

さ
れ
た
本ほ

ん

や
教

き
ょ
う

科か

書し
ょ

、
日に

本ほ
ん

の
民み

ん

話わ

絵え

本ほ
ん

や
レ
コ
ー
ド
、

日に

本ほ
ん

の
文ぶ

ん

化か

に
触ふ

れ
る
機き

械か
い

で
も
あ
っ
た
踊お

ど

り
や
お
稽け

い

古こ

事ご
と

に
使つ

か

わ
れ
た
着き

物も
の

や
ス

ポ
ー
ツ
用よ

う

品ひ
ん

な
ど
が
展て

ん

示じ

さ

れ
、
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

へ
の
興

き
ょ
う

味み

を

持も

つ
こ
と
に
繋つ

な

が
る
こ
と
を
期き

待た
い

し
て
企き

画か
く

さ
れ
た
。

　

展て
ん

示じ

会か
い

は
７
月が

つ

２
９
日に

ち

ま

で
、
午ご

後ご

１
時じ

半は
ん

か
ら
５
時じ

半は
ん

ま
で
。
入

に
ゅ
う

場じ
ょ
う

料り
ょ
う

は
大お

と
な人

１
２
レ
ア
ル
。

映え
い

画が

配は
い

給き
ゅ
う

会が
い

社し
ゃ

「
サ
ト
ウ
・

カ
ン
パ
ニ
ー
」（
佐さ

藤と
う

ネ
ル

ソ
ン
代だ

い

表ひ
ょ
う、
聖せ

い

州し
ゅ
う

バ
ル
エ
リ

市し

）
が
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
機き

に
、
伯は

っ

国こ
く

で
最も

っ
と

も
有ゆ

う

名め
い

な
日に

本ほ
ん

の
特と

く

撮さ
つ

ヒ
ー
ロ
ー
「
ジ
ャ
ス
ピ
オ
ン
」

の
映え

い

画が

を
制せ

い

作さ
く

す
る
こ
と
に

な
っ
た
と
発は

っ

表ぴ
ょ
う

し
た
。
す
で

に
東と

う

映え
い

株か
ぶ

式し
き

会が
い

社し
ゃ

か
ら
制せ

い

作さ
く

許き
ょ

可か

を
得え

て
お
り
、
出

し
ゅ
つ

演え
ん

者し
ゃ

は
８
月が

つ

に
予よ

定て
い

さ
れ
て
い
る

日に

本ほ
ん

映え
い

画が

祭さ
い

で
発は

っ

表ぴ
ょ
う

予よ

定て
い

と

か
。
悪あ

く

役や
く

は
首し

ゅ

都と

の
汚お

職し
ょ
く

政せ
い

治じ

家か

か
、
そ
れ
と
も
ス
ラ
ム

街が
い

の
麻ま

薬や
く

密み
つ

売ば
い

人に
ん

か
。
舞ぶ

台た
い

は
イ
グ
ア
ス
の
滝た

き

、
東と

う

洋よ
う

街が
い

、

は
た
ま
た
リ
オ
の
ポ
ン
・
デ
・

ア
ス
ー
ル
？　

移い

民み
ん

１
１
０

周し
ゅ
う

年ね
ん

で
日に

本ほ
ん

の
特と

く

撮さ
つ

ヒ
ー
ロ

ー
が
ブ
ラ
ジ
ル
式し

き

に
生う

ま
れ

変か

わ
る
か
！
？

１等
とう

賞
しょう

のトヨタ・プリウス

「
英え

い

米べ
い

Ｊジ
ャ
パ
ン

Ｈハ
ウ
ス

は
聖せ

い

市し

に
追お

い
つ
け
」

堀ほ
り

井い

外が
い

務む

大だ
い

臣じ
ん

政せ
い

務む

官か
ん

が
初は

つ

来ら
い

伯は
く

原は
ら

忠た
だ

男お

会か
い

長ち
ょ
うは
「
筑つ

く

波ば

大だ
い

は

剣け
ん

道ど
う

の
強

き
ょ
う

豪ご
う

校こ
う

で
、
非ひ

常じ
ょ
うに

頼た
の

も
し
い
若わ

か

者も
の

た
ち
。
交こ

う

流
り
ゅ
う

を
通つ

う

じ
て
、
世せ

界か
い

の
レ
ベ
ル

を
肌は

だ

身み

で
感か

ん

じ
る
貴き

重ち
ょ
うな
経け

い

験け
ん

を
得え

ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
」
と
期き

待た
い

を
滲に

じ

ま
せ
た
。

　

派は

遣け
ん

団だ
ん

と
し
て
来ら

い

伯は
く

し
た

の
は
、
独ど

っ

協き
ょ
う

大だ
い

の
吉よ

し

村む
ら

亜あ

紀き

子こ

さ
ん
（
２
３
、３
年ね

ん

）、

筑つ
く

波ば

大だ
い

の
吉よ

し

岡お
か

将ま
さ

輝き

さ
ん

（
２
２
、４
年ね

ん

）、
佐さ

藤と
う

祐ゆ
う

太た

灯と
う

篭ろ
う

流な
が

し
、
ミ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
も

モ
ジ
秋あ

き

祭ま
つ

り
、
４
月が

つ

にプ
リ
ウ
ス
は
誰だ

れ

の
手て

に
？

１
１
０
周し

ゅ
う年ね
ん

リ
ッ
フ
ァ
の
当と

う

選せ
ん

番ば
ん

号ご
う

発は
っ

表ぴ
ょ
う！

さ
ん
（
２
０
、２
年ね

ん

）、
藤ふ

じ

本も
と

若な
お

さ
ん
（
２
０
、２
年ね

ん

）、
金か

ね

田だ

日ひ

菜な

子こ

さ
ん
（
２
０
、２

年ね
ん

）、
進し

ん

藤ど
う

暖は
る

佳か

さ
ん

（
２
１
、３
年ね

ん

）
の
６
人に

ん

。

　

派は

遣け
ん

団だ
ん

の
リ
ー
ダ
ー
格か

く

で

あ
る
吉よ

し

岡お
か

さ
ん
は
「
小ち

い

さ
い

と
き
か
ら
自じ

分ぶ
ん

達た
ち

の
上

じ
ょ
う

達た
つ

の

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

祭さ
い

典て
ん

委い

員い
ん

会か
い

（
呉ご

屋や

春は
る

美み

祭さ
い

典て
ん

委い

員い
ん

長ち
ょ
う）
主し

ゅ

催さ
い

の
『
移い

民み
ん

１
１
０

周し
ゅ
う

年ね
ん

第だ
い

１
弾だ

ん

リ
ッ
フ
ァ
（
協

き
ょ
う

力り
ょ
く

券け
ん

）』
の
抽

ち
ゅ
う

選せ
ん

が
、
２
４

日か

、
連れ

ん

邦ぽ
う

貯ち
ょ

蓄ち
く

銀ぎ
ん

行こ
う

当と
う

局
き
ょ
く

の
規き

則そ
く

に
基も

と

づ
い
て
行お

こ
な

わ
れ

た
。
当と

う

選せ
ん

番ば
ん

号ご
う

は
以い

下か

の
通と

お

り
。

▼
１
等と

う

・
プ
リ
ウ
ス
（
ト

ヨ
タ
自じ

動ど
う

車し
ゃ

）
＝
２
７
７　

３
９
、２
等と

う

・
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
（
キ
ャ
ノ
ン
）

＝
８
２
２
３
８
、３
等と

う

・
ス

マ
ー
ト
Ｔ
Ｖ
・
Ｌ
Ｅ
Ｄ
フ
ル

Ｈ
Ｄ
４
０
（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
）
＝
６
０
３
５
３
、４
等と

う

・
ス
マ
ー
ト
・
フ
ォ
ー
ン
・
エ
ク
ス
ペ
リ
ア
Ｘ
Ａ
４
Ｇ
（
ソ

ジャパン
ハ ウ スさらなる戦

せん

略
りゃく

的
てき

対
たい

外
がい

発
はっ

信
しん

を
（７） ２０１８年第４９４５号 	 ２月	２８日	（水曜日）

特と
く

別べ
つ

展て
ん

「
子こ

供ど
も

移い

民み
ん

の
生せ

い

活か
つ

」

移い

民み
ん
史し

料り
ょ
う
館か
ん
で
３
日か

学が
く

生せ
い

剣け
ん

士し

６
人に

ん

が
各か

く

地ち

で
指し

導ど
う

「
正た

だ

し
い
剣け

ん

道ど
う

の
普ふ

及き
ゅ
う

を
」

ＪＩＣＡ

た
め
に
研け

ん

鑽さ
ん

を
積つ

ん
で
き
た

が
、
指し

導ど
う

す
る
の
は
今こ

ん

回か
い

が

初は
じ

め
て
」
と
い
い
、「
稽け

い

古こ

を
通つ

う

じ
て
、
互た

が

い
に
学ま

な

び
あ

え
れ
ば
」
と
背せ

筋す
じ

を
正た

だ

し
た
。

ニ
ー
）
＝

９
３
７
７

２
、５
等と

う

・

電で
ん

子し

レ
ン

ジ
３
０
リ

ッ
ト
ル

（
パ
ナ
ソ
ニ

ッ
ク
）
＝

８
３
２
２　

８
。

　

問と
い

合あ
わ

せ

は
、
文ぶ

ん

協
き
ょ
う

１
・
４
７
９
１
・
２
０
２
２
）

ま
で
。

来ら
い

社し
ゃ

し
た
松ま

つ

本も
と

理り

事じ

、
幸ゆ

き

村む
ら

市し

議ぎ

慰い

霊れ
い

碑ひ

を
訪ほ

う

問も
ん

し
た
堀ほ

り

井い

外が
い

務む

大だ
い

臣じ
ん

政せ
い

務む

官か
ん

　

蜂は
ち

鳥ど
り

誌し

友ゆ
う

会か
い

の
俳は

い

誌し

『
蜂は

ち

鳥ど
り

』（
富と

み

重し
げ

久ひ
さ

子こ

＝
編へ

ん

集し
ゅ
う

兼け
ん

発は
っ

行こ
う

人に
ん

）
３
４
０
号ご

う

が
１
２

月が
つ

に
発は

っ

行こ
う

さ
れ
た
。
さ
ぞ
や

若わ
か

い
頃こ

ろ

は
豪ご

う

快か
い

に
飲の

ん
だ
で

Ｊ
Ｈ
の
人に

ん

気き

ぶ
り
や
慰い

霊れ
い

碑ひ

な
ど
か
ら
「
先せ

ん

人じ
ん

が
築き

ず

い
て

き
た
歴れ

き

史し

の
重お

も

み
を
知し

る
こ

と
が
で
き
た
」
と
語か

た

り
、「
東と

う

京き
ょ
う

都と

で
も
現げ

ん

在ざ
い

、
四よ

ん

世せ
い

な
ど

伯は
っ

国こ
く

日に
っ

系け
い

人じ
ん

の
存そ

ん

在ざ
い

が
話わ

題だ
い

に
な
っ
て
い
る
。
現げ

ん

在ざ
い

国こ
っ

会か
い

会か
い

期き

の
た
め
時じ

間か
ん

が
と
れ
な

い
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

も
応お

う

援え
ん

し
て
い

る
」
と
述の

べ
た
。

　

堀ほ
り

井い

外が
い

務む

大だ
い

臣じ
ん

政せ
い

務む

官か
ん

は

２
０
１
３
年ね

ん

に
第だ

い

２
３
回か

い

参さ
ん

議ぎ

院い
ん

議ぎ

員い
ん

選せ
ん

挙き
ょ

で
初は

つ

当と
う

選せ
ん

し
た
。
そ
の
後ご

外が
い

交こ
う

防ぼ
う

衛え
い

委い

員い
ん

会か
い

筆ひ
っ

頭と
う

理り

事じ

、
東

ひ
が
し

日に

本ほ
ん

大だ
い

震し
ん

災さ
い

復ふ
っ

興こ
う

特と
く

別べ
つ

委い

員い
ん

会か
い

委い

員い
ん

、

１
７
年ね

ん

８
月が

つ

第だ
い

３
次じ

安あ

倍べ

第だ
い

３
次じ

改か
い

造ぞ
う

内な
い

閣か
く

時じ

に
外が

い

務む

大だ
い

臣じ
ん

政せ
い

務む

官か
ん

に
就

し
ゅ
う

任に
ん

し
た
。

事じ

務む

局き
ょ
く（
３
２
０
８
・
１
７ 

５
５
）
ま
で
。
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ANO XXI  –  Nº 4945 SÃO PAULO, QUARTA-FEIRA, 28 DE FEVEREIRO DE 2018 R$ 4,00
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